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割については第 9葦 (補論を合わせて)で総括 し本
書のエピローグとしている｡著者のポジティブな見
解においては,要するに, 日本としては低開発国の
経済開発における国際的地域分担の一翼を引きうけ,
特に力を東南アジアの農業開発に集中し,政府ベ-
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スにおける社会経済の基礎構造の建設援助と農業技
術協力に重点をおくこと,その場合単なる思いつき
や散発的なやり方でなく,現地の桐密なる調査に基
づいて計画 し,必ず当事国からの積極的な協力方要
請によって事業に着手し,長年月をかけてじっくり
腰を据えてやりぬくべきことを切実に訴えている｡
わが国がこのような東南アジア農業開発協力を推
進するならば,やがてはこれら地域と日本との間の
経済 ･文化交流がますます緊密さを加えるであろう
が,日本側がうける影響の一つとしてこれら地域の
農林生産物の輸入が一段と促進されるときが くると,
あるいは日本農業の存立の基礎を脅かすに至ること
もありうるがゆえに開発協力には消極的ならざるを
得ないとする一部農業保護論に対 してはその根拠の
薄弱なることを説き, ｢東南アジア農業をして日本
農業とはもちろん,日本経済と補完関係にたつ方向
において開発を促進せしめるのが日本の立場である
と思う｣と述べている｡これは今日の段階において,
著者が本研究全体を通じて主張しようとする帰結で
あろう｡
以上本書の紹介としては簡約にして意を尽し難い
が,この研究はわが国における東南アジア農業開発
に関する総括的研究として実り多き成果をあげえた
ものと思う｡ しかしながら開拓的な仕事の仕上げは
この研究を足場として引続き行なわれる調査研究の
遂行にまたなければならぬ｡もしこの機会に私の望
局の一語を付記することが許されるならば,低開発
国の農業開発についての経済学的接近の方法につい
てなお思考を重ねる要がないかどうかということで
ある｡未だに私の頭にこびりついて離れないのは,
ミェルダールの国内および国際間の経済的不平等の
機構を循環的ならびに累積的因果関係の原理によっ
て解こうとする考え方 (GunnarMyrdal,Econo-
micTheoryandUnder-DevelopedRegions,1957)
や,シェルツが提起す る低開発国における慣習
的農業の近代化の理論 (TheodoreW.Schultz,
TyansfoymingTraditionalAgriculture,1964)
等であって,これらの理論を再吟味し,アジアの農
業開発の理論的手がかりを探ってみてはどうかとい
うことである｡ (渡辺庸一郎)
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